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Ｓ－１、レンチナンが奏効した胃癌、同時性肝転移
の１例
静岡赤十字病院　外科
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　症例は、糖尿病、アルツハイマー型痴呆の併存疾患のあ
る80代男性。2009年10月、意識障害出現し、救急車で当
院に搬送され入院した。原因は低血糖発作であった。入院
後、上部消化管内視鏡検査で前庭部に1型腫瘍を認め胃癌
と診断。さらにＣＴ検査でＳ６肝転移の診断で、１１月当
科紹介された。血液検査で、腫瘍マーカーＣＥＡ７．５４
ｎｇ／ｍｌと軽度高値であった。病期はｃＴ４ａＮ２Ｍ１： 
ｃｓｔａｇｅ４と診断。　２００９年１１月よりＳ－１　
８０ｍｇ／ｂｏｄｙ／ｄａｙ、２週投与１週休薬で投与開
始した。２０１０年３月の効果判定は、原発巣、転移巣と
もにＰＲを得た。Ｓ－１継続投与していたが腫瘍マーカー
ＣＥＡの増悪を認めたため、２０１０年１１月よりレンチ
ナン（点滴）２ｍｇ/ｂｏｄｙ/ｄａｙ、３週に１回投与開始。
その後、腫瘍マーカーＣＥＡの改善を認めた。　今回われ
われはＳ－１が奏効し、さらにレンチナンの上乗せ効果を
認め長期生存した胃癌、同時性肝転移の１例を経験したの
で、若干の文献的考察を加え報告する。

■ 年 月 日（金）
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